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V・プレミアリーグ男子バレーボール大会

月号

迫 力 満 点！



３　広報あしきた 広報あしきた　２

日
本
最
高
の
プ
レ
ー
に
会
場
ど
よ
め
く

　

芦
北
町
合
併
５
周
年
記
念
事
業
の
締
め
く
く
り
と
し
て
Ｖ
・
プ
レ
ミ
ア
リ
ー
グ

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
２
月
19
日
（
土
）、
し
ろ
や
ま
ス
カ
イ
ド
ー
ム
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
全
国
各
地
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
町
村
単
位
で

は
、
今
シ
ー
ズ
ン
、
本
町
の
み
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
の
ア
ジ
ア
大
会
で
16
年
ぶ
り
に
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
日
本
男
子
。今
回
、

そ
の
全
日
本
メ
ン
バ
ー
12
人
の
う
ち
、４
人
も
本
町
で
の
試
合
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

試
合
は
２
試
合
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
試
合
開
始
前
に
は
、
選
手
と
地
元
の
子

ど
も
た
ち
が
一
緒
に
登
場
す
る
キ
ッ
ズ
エ
ス
コ
ー
ト
が
あ
り
、
田
浦
ジ
ュ
ニ
ア
と

芦
北
ジ
ュ
ニ
ア
の
子
ど
も
た
ち
が
登
場
。
小
さ
な
選
手
た
ち
は
、
Ｖ
リ
ー
グ
選
手

と
手
を
つ
な
ぎ
緊
張
し
た
面
持
ち
で
の
入
場
で
し
た
が
、
憧
れ
の
選
手
と
ハ
イ

タ
ッ
チ
を
し
な
が
ら
笑
顔
で
退
場
し
ま
し
た
。

　

第
１
試
合
は
、
熊
本
を
準
本
拠
地
と
す
る
サ
ン
ト
リ
ー
サ
ン
バ
ー
ズ
と
Ｆ
Ｃ
東

京
。
序
盤
サ
ン
ト
リ
ー
は
リ
ー
ド
さ
れ
る
展
開
と
な
り
ま
し
た
が
、
山
都
町
出
身

の
セ
ッ
タ
ー
岡
本
祥
吾
選
手
や
八
代
市
出
身
の
ウ
イ
ン
グ
ス
パ
イ
カ
ー
冨
士
田
裕

一
流
料
理
人
が
手
ほ
ど
き

男
性
の
た
め
の
料
理
教
室

　

２
月
20
日
（
日
）、
男
女
共
同
参
画
事
業

の
一
環
と
し
て
、
芦
北
町
男
女
で
築
く
地
域

社
会
推
進
懇
話
会
（
金
子
勲
子
会
長
）
主
催

の
「
男
性
の
た
め
の
料
理
教
室
」
が
芦
北
町

社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

家
事
の
中
で
女
性
が
行
っ
て
い
る
割
合
が

高
い
と
さ
れ
て
い
る
「
料
理
」
に
注
目
し
、

男
性
が
家
庭
で
も
手
軽
に
で
き
る
料
理
を
学

び
、
興
味
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
参
加
者
を

募
集
し
た
と
こ
ろ
、
20
代
か
ら
80
代
ま
で
の

30
人
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

 

　

こ
の
日
は
、

ホ
テ
ル
熊
本

テ
ル
サ
総
支

配
人
の
土
山

憲の
り
ゆ
き幸

さ
ん
が

講
師
と
し
て

料
理
の
指
導

を
さ
れ
ま
し
た
。
土
山
さ
ん
は
東
京
赤
坂
プ
リ

ン
ス
ホ
テ
ル
総
料
理
長
や
宮
内
庁
・
迎
賓
館
・

総
理
官
邸
等
の
日
本
料
理
責
任
者
を
務
め
ら
れ

た
方
で
す
。

　

作
っ
た
料
理
は
、
芦
北
産
の
食
材
を
中
心
に

使
用
し
た
「
あ
し
あ
か
え
び
の
ク
リ
ー
ム
煮
」、

「
太
刀
魚
の
ホ
イ
ル
焼
き
」
な
ど
４
品
。
普
段
、

料
理
を
さ
れ
て
い
る
男
性
も
参
加
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
中
に
は
ほ
と
ん
ど
料
理
を
さ
れ
な
い

方
も
み
ら
れ
包
丁
さ
ば
き
か
ら
四
苦
八
苦
し
て

い
る
様
子
。
そ
れ
で
も
土
山
さ
ん
は
、
包
丁
の

使
い
方
や
食
材
の
調
理
法
、
味
付
け
、
盛
り
付

け
方
に
至
る
ま
で
丁
寧
に
指
導
さ
れ
ま
し
た
。

料
理
が
で
き
あ
が
り
、
皆
さ
ん
で
作
っ
た
感
想

や
味
具
合
を
話
し
な
が
ら
食
べ
ま
し
た
。「
手

軽
に
高
級
な
見
栄
え
で
お
い
し
い
料
理
が
で
き

る
ん
で
す
ね
」
と
今
回
の
料
理
教
室
は
好
評
で

し
た
。

　

土
山
さ
ん
は
「
料
理
教
室
は
よ
く
行
い
ま
す

が
、
男
性
を
対
象
と
し
た
料
理
教
室
は
初
め
て

で
す
。
み
な
さ
ん
初
心
者
に
し
て
は
上
手
で
し

た
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
▲  土山さんの指導を熱心に見入る参加者

祝１００歳おめでとうございます

山崎ムツエさん（田浦町４）杉本　シヅ子さん（花岡東）
　２月２０日（日）に１００歳を迎えられま
した。山崎さんは、高校野球を毎年楽しみに
されていて初戦から決勝までラジオで聞かれ
るそうです。また、テレビでの大相撲観戦が
大好きということでした。「自分で出来るこ
とは自分でなんでもやってきました。こんな
に長生きするとは夢のようです」と話されました。

　２月２０日（日）にお誕生日を迎えられま
した。入所されている五松園では、娘さん家
族や施設職員、入所者の方々がお祝いをして
くださいました。娘さんから「１００歳おめ
でとう。これからも長生きしてください」と
声をかけられていました。杉本さんはご自分
でご飯を食べられるそうです。

▲サントリーサンバーズの選手と記念撮影する田浦ジュニア

▲芦北ジュニアは堺ブレイザーズの選手と記念撮影

▶
始
球
式
で
フ
ロ
ー
タ
ー
サ
ー
ブ

　
を
見
事
に
決
め
る
竹
﨑
町
長

大
選
手
の
活
躍
に
よ
り
３
ー
０
で
勝
利
。
第
２
試
合
は
、
堺

ブ
レ
イ
ザ
ー
ズ
と
豊
田
合
成
。「
ゴ
ッ
ツ
」
の
愛
称
で
知
ら

れ
る
石
島
雄
介
選
手
や
合
志
市
出
身
の
リ
ベ
ロ
坂
梨
朋
彦
選

手
ら
の
活
躍
で
終
始
、
堺
が
豊
田
を
圧
倒
し
３
ー
０
で
勝
利

し
ま
し
た
。

　

２
試
合
と
も
３
ー
０
と
一
方
的
な
試
合
と
な
り
ま
し
た

が
、
会
場
に
詰
め
掛
け
た
観
客
か
ら
は
、
選
手
の
ス
ピ
ー
ド

や
ジ
ャ
ン
プ
、
技
術
の
高
さ
に
「
お
お
ー
」
と
い
う
ど
よ
め

き
が
起
き
、
プ
レ
ー
ご
と
に
大
き
な
拍
手
と
声
援
が
送
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

　

試
合
も
大
変
盛
り
上
が
り
、
ま
た
、
各
チ
ー
ム
の
応
援
団

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
観
客
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

な
か
な
か
間
近
で
全
日
本
ク
ラ
ス
の
試
合
を
見
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
テ
レ
ビ
で
見
る
試
合
と
は
違
い
、「
本
物
を

見
る
」
こ
と
で
し
か
得
ら
れ
な
い
も
の
を
こ
の
日
の
観
客
は

感
じ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

▲２，０００人を超える観客

▲熱戦が繰り広げられたサントリー　VS　FC 東京

Ｖ
・
プ
レ
ミ
ア
リ
ー
グ
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

！！
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受賞おめでとうございます

坂
本　

義
博
さ
ん
（
宮
崎
）

齊
藤  

兎
紀
夫
さ
ん
（
丸
山
）

　

坂
本
さ
ん
は
、
第
22
回
参
議
院
議
員

通
常
選
挙
総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

　

平
成
６
年
に
旧
芦
北
町
選
挙
管
理
委

員
会
委
員
に
選
任
さ
れ
、
合
併
後
も
引

き
続
き
芦
北
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

に
選
任
。
平
成
21
年
か
ら
は
委
員
長
に

選
任
さ
れ
、
適
正
な
選
挙
執
行
と
明
る

い
選
挙
啓
発
に
努
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
今
回
の
受
賞
と

な
り
ま
し
た
。「
こ
の
賞
は
私
一
人
が

受
賞
し
た
の
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
芦

北
町
選
挙
管
理
委
員
会
が
積
み
重
ね
て

き
た
業
績
と
選
挙
事
務
に
携
わ
っ
て
来

ら
れ
た
先
輩
方
や
多
く
の
皆
さ
ん
が
受

賞
さ
れ
た
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

総
務
大
臣
表
彰

熊
本
県
農
林
水
産
業

 　
　
　
　
　

功
労
者
表
彰

遠
山　

菊
江
さ
ん（
計
石
西
）

熊
本
県
農
山
漁
村
女
性
・

　
　
　
　

シ
ニ
ア
活
動
表
彰

　

齊
藤
さ
ん
は
、
林
業
・
林
産
業
部
門

に
お
い
て
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

約
17
年
間
、
森
林
組
合
の
代
表
理
事

組
合
長
を
務
め
、
組
織
改
革
や
組
合
運

営
に
尽
力
さ
れ
、
２
度
に
わ
た
る
森
林

組
合
の
合
併
の
際
に
は
、
合
併
推
進
協

議
会
会
長
と
し
て
合
併
を
推
進
し
、
水

俣
・
芦
北
地
域
の
組
合
経
営
基
盤
の
強

化
と
経
営
安
定
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
間
、
県
森
林
組
合
連
合
会
理
事
や

日
本
林
業
技
師
会
熊
本
県
支
部
の
初
代

支
部
長
と
し
て
県
内
の
林
業
・
林
産
業

の
発
展
に
お
い
て
も
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。「
多
く
の
方
々
の
お
か
げ
で
あ
り

が
た
い
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
感
謝

し
て
い
ま
す
」
と
受
賞
の
感
想
を
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

　

遠
山
さ
ん
は
、
女
性
地
域
社
会
参
画

部
門
（
水
産
業
）
で
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
地
域
の
農
林
水
産
業
の

振
興
及
び
農
山
漁
村
の
活
性
化
の
た
め

の
活
動
や
、
農
林
水
産
関
係
組
織
に
お

け
る
活
動
を
積
極
的
に
実
施
し
て
い
る

女
性
の
個
人
や
団
体
に
贈
ら
れ
ま
す
。

　

平
成
５
年
か
ら
ご
主
人
と
う
た
せ
船

で
漁
を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
結
婚
さ
れ

る
前
は
船
に
乗
っ
た
こ
と
も
な
か
っ
た

そ
う
で
す
。
今
回
の
受
賞
は
、
遠
山
さ

ん
が
観
光
う
た
せ
船
で
の
「
お
も
て
な

し
」
や
船
上
料
理
の
改
善
に
積
極
的
に

取
り
組
ま
れ
て
い
る
功
績
が
認
め
ら
れ

た
も
の
で
す
。「
お
客
さ
ま
が
『
芦
北

に
来
て
よ
か
っ
た
。
う
た
せ
に
乗
っ
て

よ
か
っ
た
』
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
こ
れ
か
ら
も
努
力
し
ま
す
」
と
受

賞
の
感
想
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

小
学
校
の
部

　

１
位　

芦
北
ト
レ
ジ
ャ
ー
ク
ラ
ブ

　

２
位　

湯
浦
小
野
球
部
Ａ　

　

３
位　

内
野
小
Ａ

中
学
生
の
部

　

１
位　

佐
敷
中
学
校

　

２
位　

湯
浦
中
３
年
合
格
祈
願

　

３
位　

う
・
カ
ー
ル
（
大
野
中
）

一
般
の
部

　

１
位　

芦
北
消
防
署

　

２
位　

芦
北
教
走
ク
ラ
ブ

　

３
位　

南
部
支
部

第
40
回
記
念

　
　
　
芦
北
駅
伝
大
会

　

２
月
20
日
（
日
）、
佐
敷
中
学
校
周

回
コ
ー
ス
で
小
学
生
の
部
に
11
チ
ー
ム

（
オ
ー
プ
ン
参
加
１
チ
ー
ム
）、
中
学
生
の

部
に
５
チ
ー
ム
、
一
般
の
部
に
５
チ
ー
ム

（
オ
ー
プ
ン
参
加
１
チ
ー
ム
）
が
参
加
し

行
わ
れ
ま
し
た
。

優勝！
全日本レディースバドミントン競技大会

　１月２９、３０日に別府市で開催された第５回
全日本レディースバドミントン競技大会（ダブル
ス）において、競技経験豊富な選手が出場する１
部に出場した引地恵さん（花岡西）が優勝されま
した。
　引地さんは、現在、地元バドミントンクラブの
芦北 Jr. でコーチをされ、町内の小中学生２４人
を指導されています。「優勝できて嬉しいです。
将来はこの芦北 Jr. から全日本選手を輩出したい
です。そのために子どもたちをビシバシ鍛えます」
と今後の抱負を話されました。

もぐらたたき（大岩地区小正月行事）

　２月１３日（日）、大岩地区むらづくり協議会（馬
場伸夫会長）が小正月行事を行いました。
　「もぐらんぽー、もぐらんぽー、もぐら打ちいー」
という大きなかけ声で、大岩地区の子どもたちが
木とワラで作った棒で地面をたたき、五穀豊穣を
願いました。また、柿の木の幹にナタで傷をつけ、
その切り傷にご飯を食べさせ「柿の木ならなきゃ
切っ倒すぞー」とはやしことばを歌う柿の木なれ
なれも行われました。これらの行事は長らく途絶
えていましたが、子どもたちに伝統文化を伝えよ
うと１０年前に復活させたものです。

　昨年スタートした「結婚支援事業」で結婚第１号
カップルが誕生しました。２月２５日（金）に白尾
賢治さん（白木）が婚姻届を役場に提出。その足で
竹﨑町長に報告されました。
　昨年２回、町主催の婚活イベントが開催され、白
尾さんは１０月２４日の婚活イベントに参加。そこ
で熊本市在住の麻里子さんと知り合われ、お付き合
いをスタートされました。町が委嘱する結婚・定住
支援アドバイザーに「積極的に行動を」とハッパを
かけられ見事ゴールインされました。６月に挙式を
予定されています。白尾さんおめでとうございます。

「みそ」感想文コンクール

　第１８回小学校家庭科副読本「おみそ調べてみ
よう！たべてみよう！」読後感想文コンクールで
湯浦小６年の平野敬子さん（湯浦北）が優秀賞を
受賞されました。このコンクールは「みそ」をテー
マにした感想文コンクールで、今回は全国から
３，５１５点の応募があり、うち入賞者は１４人。
　平野さんは料理が大好きで、家族にみそ汁など
を作っているそうです。家族のためにみその分量
や具材を変えたり、工夫しておいしいみそ汁づく
りを努力している様子を書いた作文で今回の受賞
となりました。

♥婚活イベント
　結婚第１号カップル誕生♡
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青
年
海
外
協
力
隊

宮
本
武た
け
く
ら蔵
さ
ん
「
ガ
ー
ナ
共
和
国
」
か
ら
の
お
便
り

　

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。

　

協
力
隊
と
し
て
の
活
動
も
終
盤
に
近
づ

き
、
こ
れ
が
最
後
の
便
り
と
な
り
ま
す
。
と

い
う
こ
と
で
現
地
の
人
々
の
生
活
の
実
情
を

伝
え
ら
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

ガ
ー
ナ
の
人
々
の
朝
は
と
て
も
早
く
、
早

朝
５
時
過
ぎ
に
は
起
床
し
、
お
風
呂
（
バ
ケ

ツ
で
の
水
浴
び
）
に
入
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

か
ら
炭
火
で
お
湯
を
沸
か
し
、
砂
糖
と
無
糖

練
乳
を
た
っ
ぷ
り
入
れ
た
紅
茶
と
パ
ン
の
朝

食
を
取
っ
た
後
、
７
時
〜
10
時
の
間
に
仕
事

へ
出
か
け
て
い
ま
す
。
昼
食
は
や
や
遅
く
、

13
時
過
ぎ
〜
15
時
の
間
に
取
っ
て
い
ま
す
。

夕
食
も
19
時
〜
21
時
の
間
と
い
っ
た
、
少
し

遅
い
時
間
で
す
。
食
事
は
、
ガ
ー
ナ
北
部

の
特
色
で
も
あ
る
T
Z
（
テ
ィ
ー
ゼ
ッ
ト
）

と
呼
ば
れ
る
も
の
を
よ
く
食
べ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
粉
に
水
を
加
え

て
混
ぜ
合
わ

せ
、
お
湯
で

煮
た
も
の
で

す
。
こ
れ
を

ス
ー
プ
に
付

け
て
食
べ
ま

す
。

　

こ
の
よ
う

に
人
々
は
１

日
３
食
を
取

り
、
毎
日
を
過
ご
し
て
い
る
わ
け
で
す
が
、

こ
の
裏
に
潜
む
生
活
の
た
め
の
水
汲
み
、
炊

事
、
洗
濯
、
掃
除
な
ど
家
事
の
全
て
は
女
性

が
行
っ
て
い
ま
す
。
ガ
ー
ナ
で
は
女
性
の
社

会
的
地
位
が
と
て
も
低
い
の
で
す
。
20
キ
ロ

以
上
も
あ
る
水
の
入
っ
た
ポ
リ
タ
ン
ク
を
１

日
何
回
も
運
び
、
１
週
間
分
の
洗
濯
物
の
手

洗
い
も
、
火
起
こ
し
か
ら
始
ま
る
３
食
の
食

事
の
準
備
も
全
て
子
ど
も
も
含
め
た
家
族
内

の
女
性
が
行
っ
て
い
ま
す
。
男
性
は
家
庭
内

の
仕
事
は
し
な
い
に
等
し
く
、食
事
を
取
り
、

仕
事
に
行
き
、
睡
眠
を
取
り
、
翌
日
は
ま
た

同
じ
よ
う
に
仕
事
に
行
っ
て
い
る
の
が
現
状

で
す
。
し
か
し
家
族
は
仲
良
く
毎
日
笑
顔
で

暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
こ
の
２
年
間
現
地
の
人
々
と
接
し
た

生
活
を
し
、
実
際
に
異
文
化
を
肌
で
感
じ
て

き
ま
し
た
。
文
化
の
違
い
の
中
で
も
尊
敬
す

べ
き
部
分
が
あ
っ
た
り
、
そ
う
で
な
い
部
分

が
あ
っ
た
り
し
ま
し
た
が
、
結
局
は
彼
ら
を

尊
敬
す
る
こ
と
で
そ
う
で
な
い
部
分
と
に
生

じ
た
歪
み
を
直
し
て
い
た
気
が
し
ま
す
。
ど

こ
ま
で
を
文
化
と
し
て
尊
敬
し
国
際
協
力
活

動
を
進
め
、
新
し
い
も
の
を
溶
け
込
ま
せ
て

い
く
べ
き
な
の
か
、
と
て
も
困
難
な
課
題
だ

と
感
じ
ま
す
。
こ
の
２
年
間
を
基
礎
に
、
少

し
ず
つ
足
元
を
確
か
め
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら

も
何
ら
か
の
形
で
国
際
協
力
に
関
わ
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▲整備された広場（大川内南区の活性化が期
　待されます）　　

　

大
川
内
南
区
で
は
、
財
団
法
人
自
治

総
合
セ
ン
タ
ー
が
実
施
し
て
い
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
（
宝
く
じ
助
成

金
）
を
活
用
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

の
た
め
の
広
場
や
折
り
た
た
み
机
な
ど

の
備
品
を
整
備
し
ま
し
た
。

宝
く
じ
助
成
で
広
場
整
備

▶
折
り
た
た
み
机
10
台

▶
職
場
の
同
僚
と
宮
本
さ
ん

　（
前
列
左
端
）

芦北町立星野富弘美術館　「詩画公募展」表彰式
　今年で４回目を迎えた「詩画作品公募展」
表彰式が２月２０日（日）にきずなの里で
行われました。
　町内はもとより県内から多くの作品が寄
せられ、応募総数は７７６点でした。ご応
募いただいた作品の中から厳正な審査を行
い、２０点の入賞作品が選ばれました。表
彰式には、入賞者２０人のうち１７人が出
席されました。
　表彰式では、入賞者に竹﨑町長から表彰
状が渡された後、受賞者代表として中学校
の部で最優秀賞を受賞された尾上舞さん（大野中２年）が「人前で話したりす
ることが苦手な自分を変えたいと思いこの作品を作りました。自分らしくを
モットーにこれから頑張っていきたい」とあいさつされました。
　入賞作品は、５月２２日（日）まで星野富弘美術館で展示しています。（中学生
の部で最優秀賞を受賞された尾上舞さんの作品は１８ページに掲載しています。）

◀
受
賞
者
代
表
あ
い
さ

　
つ
を
す
る
大
野
中
２

　
年
の
尾
上
舞
さ
ん

受賞者一覧（敬称略）

大
活
躍
！
芦
北
町
少
年
少
女
拳
士

賞 氏　名 タイトル 学　校　名 学　年
最優秀 森本　明日香 うちのおとうと 山鹿市立山鹿小学校 １
優　秀 三谷　健士 情熱のハイビスカス 熊本市立清水小学校 ４
優　秀 古閑　未希登 ぼくは俳優 西原村立山西小学校 ５
特　別 田中　彩己 わたしの大すきならん 天草市立亀場小学校 ２
特　別 田中　良典 わたの実 氷川町立竜北東小学校 ３
特　別 日置　アンナ からいも 西原村立山西小学校 ５
特　別 小島　なつ希 未来へ 水俣市立水俣第一小学校 ６

賞 氏　名 タイトル 学　校　名 学　年
最優秀 尾上　舞 自分らしく 芦北町立大野中学校 ２
優　秀 毎床　維菜 外と中 錦町立錦中学校 １
優　秀 川添　和莉 自由を求めて 芦北町立大野中学校 １
特　別 西村　瑠唯 紫陽花 八代市立第五中学校 ２
特　別 本田　真琴 身近なしあわせ 八代市立第二中学校 ２
特　別 松永　美咲 雑草 八代市立東陽中学校 ３

賞 氏　名 タイトル 住　所 年　齢
最優秀 森田　典子 里芋 熊本市 ５４
優　秀 西村　堅正 ブランコ遊び 熊本市 ７４
優　秀 清田　いさお 日々感謝 玉東町 ６３
特　別 江上　精治 うたせ船 熊本市 ７３
特　別 今田　豊子 お義父さん  ありがとう 八代市 ５９
特　別 小崎　洋子 すっと青春 熊本市 ５３
特　別 斉田　親義 五味八診 芦北町 ７０

【小学生の部】

【中学生の部】

【一般の部】

【
成
　
績
】

　
（
町
関
係
者
の
み
掲
載
、
敬
称
略
）

◇
団
体
組
手

▼
小
学
男
子
団
体

  

優
勝　

芦
北
町
海
王
塾
Ａ

（
佐
藤
大
雅
、
田
村
響
、
佐
藤
雄
介
）

  

３
位　

芦
北
町
海
王
塾
Ｂ

（
宮
島
碧
大
、
中
川
聖
士
、
釜
拓
冶)

▼
中
学
男
子
団
体

  

優
勝　

芦
北
町
海
王
塾
Ａ

　
　
　
（
山
本
大
悟
、
松
本
裕
輔
）

▼
中
学
女
子
団
体

  

準
優
勝　

芦
北
町
海
王
塾

（
才
保
な
な
、
釡
み
な
み
、
岩
下
る
か
）

◇
個
人
組
手

▼
小
学
男
子
３
・
４
年

  

優
勝　

田
村　

響

▼
中
学
女
子

  

優
勝　

釡　

み
な
み

▼
小
学
男
子
５
・
６
年

  

３
位　

佐
藤　

雄
介

▼
中
学
男
子

  

３
位　

山
本　

大
悟

  

３
位　

松
本　

裕
輔

　

２
月
27
日
（
日
）、
し
ろ
や
ま
ス
カ
イ
ド
ー

ム
で
第
12
回
芦
北
う
た
せ
杯
ジ
ュ
ニ
ア
空
手
道

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
九
州
全
県
や
愛
媛
、
岡
山
、
山

口
か
ら
過
去
最
高
の
延
べ
１
６
８
２
人
が
参

加
。
町
内
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
で
最
大
規
模

の
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

競
技
は
、
先
鋒
・
中
堅
・
大
将
戦
を
３
人
で

行
う
団
体
組
手
と
個
人
組
手
で
行
わ
れ
、
町
内

の
小
中
学
生
が
大
活
躍
し
ま
し
た
。
特
に
中
学

生
男
子
団
体
の
部
で
優
勝
し
た
海
王
塾
Ａ
は
、

２
人
で
の
参
加
と
い
う
不
利
な
条
件
を
も
の
と

も
せ
ず
、
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

▲小学生男子団体決勝で勝利を収めた田村響選手（左）

！



　歯を失う大半の原因は歯周病といわれています。歯周病は、歯みがきなどのセルフケアと歯科医師
や歯科衛生士などによるプロフェッショナルケアで予防ができます。
　セルフケアの基本は「歯みがき」です。特に、歯と歯ぐきの境目や前歯の裏側などは、みがき残し
が多いところです。しっかりみがいてください。

平成２２年国勢調査結果速報

　昨年１０月、５年に一度の国勢調査を実施しました。調査にご協力いただき大
変ありがとうございました。
　国勢調査による芦北町の人口は、１９，３２０人でした。前回（平成１７年国勢
調査）と比べると１，５２０人の減少となっています。人口規模は熊本県内４５市
町村のうち上から１８番目です。
　世帯数は６，８０１世帯で、前回と比べると２４１世帯の減少、１世帯当たり人
員は２．８４人となりました。
　調査の結果については、国、県、町の重要な基礎資料として活用されます。
　なお、今回公表された結果は速報値であり、後日公表される確定値とは必ずしも一致しません。

年　次 人 口 総 数 世 帯 数 １ 世 帯 当 た り
人員

前回との人口総数比較 前回との世帯数比較
増減数 増減率（％） 増減数 増減率（％）

H ７ ２３，７４４ ７，１１５ ３．３４ △１，２８０ △５．１２ ３５ ０．４９

H １２ ２２，３７３ ７，１１６ ３．１４ △１，３７１ △５．７７ １ ０．０１

H １７ ２０，８４０ ７，０４２ ２．９６ △１，５３３ △６．８５ △７４ △１．０３

H ２２（速報値） １９，３２０ ６，８０１ ２．８４ △１，５２０ △７．２９ △２４１ △３．４２

研修おつかれさまでした　李
イ ジ ヘ ェ

智惠さん帰国
　

６
月
25
日
か
ら
２
月
15
日
ま
で
芦
北
町
で
研

修
を
受
け
て
い
た
李
智
惠
さ
ん
が
無
事
に
研
修

を
終
え
、
２
月
18
日
に
帰
国
さ
れ
ま
し
た
。

　

芦
北
の
皆
さ
ま
こ
ん
に
ち
は
。

　

芦
北
町
で
過
ご
し
た
８
か
月
間
、
行
政
研
修
を
は

じ
め
、
福
祉
の
現
場
研
修
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
通

し
て
多
く
の
方
々
と
触
れ
合
う
時
間
が
持
て
、
研
修

を
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
に
と
っ

て
色
々
な
こ
と
に
挑
戦
で
き
た
研
修
で
し
た
。
具
体

的
に
言
え
ば
、
芦
北
町
国
際
交
流
協
会
主
催
の
韓
国

語
講
座
で
は
、
韓
国
語
や
韓
国
文
化
の
紹
介
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
と
て
も
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
際
交
流
ま
つ
り
の
グ
ル
メ
バ
ザ
ー
、
韓

国
料
理
教
室
の
企
画
を
と
お
し
て
も
芦
北
町
の
多
く

の
方
と
出
会
え
た
し
、新
し
い
体
験
も
で
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
と
て
も
韓
国
文
化
を
よ
く
知
っ
て
い
た
こ
と

に
感
動
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
学
校
建
設
の
募

金
活
動
を
町
全
体
で
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
、
何
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
一
生
懸
命
取

り
組
ん
で
い
る
姿
を
見
て
感
心
し
ま
し
た
。

　

芦
北
町
で
の
生
活
は
、
山
と
海
に
囲
ま
れ

て
い
る
美
し
い
自
然
環
境
と
町
民
の
方
々
に

優
し
く
接
し
て
い
た
だ
き
不
便
を
感
じ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
芦
北
町

を
は
じ
め
様
々
な
観
光
名
所
へ
旅
行
す
る
こ

と
も
で
き
、
日
本
の
文
化
に
直
接
触
れ
、
感

じ
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

　

韓
国
へ
帰
っ
て
温
か
い
床
暖
房
の
上
で
、

母
の
手
料
理
を
食
べ
な
が
ら
、
ふ
と
芦
北
町

の
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
る
は
ず
で
す
。

　

帰
国
し
て
か
ら
は
、
芦
北
町
で
学
ん
だ
こ

と
を
早
速
活
用
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た

何
よ
り
も
人
を
愛
し
、
気
配
り
し
て
く
れ
る

芦
北
町
の
方
々
の
暖
か
い
気
持
ち
を
韓
国
の

方
々
に
も
伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
様
々
な
研
修
と
体
験
が
で
き
る
よ

う
に
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
竹
﨑
町
長
を

は
じ
め
役
場
職
員
の
方
、
そ
し
て
町
民
の

方
々
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
韓
国

で
働
き
な
が
ら
も
芦
北
町
の
こ
と
を
忘
れ
ず

両
国
の
架
け
橋
に
な
る
よ
う
に
頑
張
り
ま

す
。

　

韓
国
で
も
『
が
ま
だ
し
ま
す
』

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▲大野保育所の園児と一緒に撮影

「正しいケアで歯周病を予防しましょう！」

＊お問い合わせ　　保健センター　☎８６−０２００

保健センターだより

広報あしきた　８９　広報あしきた

☆歯ブラシの当て方

　また、どんなに丁寧にみがいても、残ってしまう汚れがあります。１年に１～２回は、かかりつけ
の歯科医師に診てもらい、歯周ポケット（歯と歯ぐきの境目の溝）の歯垢や歯石など自分で取り除く
ことができない汚れを取ってもらいましょう。
　からだの健康を保ち、おいしく食べるには「歯」は欠くことのできないものです。正しいケアで歯
周病を予防し、「８０２０」（８０歳になっても自分の歯を２０本以上保つ）を目指しましょう。

　どうしても通常の歯ブラシだけでは歯垢を取り除きにくいところもあります。みがき残しがないよ
うに、歯科医師や歯科衛生士などの専門家からアドバイスをもらい、「デンタルフロス」や「歯間ブラシ」
などの道具を上手に利用しましょう。

歯と歯ぐきの境目 歯の外側

☆デンタルフロス
　切って使うタイプと柄のついたタイプがあり、歯と歯の間
の歯垢を取るために使います。歯ぐきを傷つけないように、
前後にゆっくり動かしながら歯と歯の間に入れ、歯の側面を
こすりながら、前後左右に２～３回動かします。

☆歯間ブラシ

　歯のすき間が広い場合に使います。すき間の広さに合わ
せて、少し抵抗があるくらいのものを選びましょう。ゆっ
くり歯と歯の間に入れ、前後に２～３回動かします。歯ぐ
きを傷つけないように鏡を見ながら使うとよいでしょう。

（財）8020 推進財団発行「からだの健康は歯と歯ぐきから」より

（財）8020 推進財団発行「からだの健康は歯と歯ぐきから」より

みがき残しが多いところ
①歯と歯ぐきの境目、歯と歯の間
②奥歯の後ろ側、奥歯の噛み合う面
③前歯の裏側



スクールバス一般混乗利用便
「ふれあいツク〜ルバス」の運行状況報告

　昨年６月から「ふれあいツク～ルバス」の実証運行を開
始しました。
　路線バスの利用者数減少により増加している運行費補助
金額の低減化とスクールバスとの効率的な運行体制の確立
を目的とした大岩線と白石線の本年１月までの運行結果を
報告します。

　「ふれあいツク～ルバス」の１月当たりの平均利
用者数は６１４人となり、従来の路線バスと比較す
ると８７人が増えて約１６％の増となりました。
　「ふれあいツク～ルバス」は、通院や買い物など
沿線住民の足として気軽に無償利用されています。

月平均利用者数の比較

路線バス利用者へのアンケート結果報告（古石・長崎・大野線）
　本年より３路線で新たに無償運行予定のスクールバス一般利用便導入を目的に、利用者数とアン
ケート聞き取り調査を実施しました。

古石線
（調査期間：H ２２．１２／６～１２／１１, ２／６）

　下り便は４便が運行されています。第２便の古石発
９時台が７．７１人、上りの社会教育センター発１１
時台の便が４．７１人と最も利用者の多い時間帯です
が、それ以外の便では１～２人程度の利用でした。

長崎線
（調査期間：H ２３．１／２４～１／３０）

　全ての便で利用者が１～４人程度の低調な
結果でした。特に午後５時台の長崎行きは平
均１．４３人でした。

大野線
（調査期間：H ２３．２／１４～２／２０）

　朝の第１便の利用者が最も多く７人程度です
が、第２便、第３便と利用者が少なくなります。
午後５時台の佐敷車庫行きの第３便では利用者は
ほとんどありません。

◆　１便当たりの平均利用者数（路線ごと）

◆　性別◆　年代

◆　乗車目的

　利用者はほとんどが女性（７９％）でした。しかも６０歳以上の利用者が８４％、主に高齢者
の方々に利用されています。

　バス利用の目的で最も多かったのが通院で
４９％、次いで買い物が１８％と続きます。

◆　上り便希望時間 ◆　下り便希望時間

　終点の社会教育センターへ向かう下り便で、最も多いスクールバス運行希望時刻は８時台、９時台
と続きます。古石・長崎・大野へ向かう上り便では、１１時台と１２時台の希望が多い結果となりま
した。

　アンケートにご協力いただきました住民の皆さまありがとうございました。これまで実施したアン
ケート結果や住民の皆さまのご意見を参考に今後の交通体制を策定し実施します。

◆タクシー利用の有無

　回答者の８３％の方はタクシーを利用され
ていない結果となりました。
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※調査期間中の利用者は３０４人でしたが、各調査項目に回答いただいた人数を表示していますので総数が違
います。
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豊かで充実した生活を送るため、学ぶことで新しい可能性を見つけましょう。
下記のとおり講座を開設します。興味のある方は参加してみませんか。

平成２３年度町民講座受講生募集
下記は、公民館等を利用して自主的に行っている講座です。
興味のある方は参加してみませんか。

自主講座受講生募集

講座名 学習日 学習時間 代表者名 電話番号 開催場所

1 芦北彩友会（絵画） 第 2・4 土曜日 13：00 ～ 16：00 日野　輝生 82-3690 福祉センター

2 芦北町菊花同好会 第 1 月曜日   9：00 ～ 12：00 明石　輝雄 86-0471 社会教育センター

3 芦北町短歌会 第 3 土曜日 13：00 ～ 16：30 吉田　ミホ 86-0377 〃

4 池坊華道教室 第 2・4 水曜日 13：30 ～ 15：30 松下　香代 82-2577 〃

5 英会話クラブ 毎週水曜日 19：30 ～ 21：30 大見　正治 87-2073 活性化センター（田浦）

6 花扇会（舞踊） 第１・3 水曜日ほか 14：00 ～ 16：00 農頭　圭子 82-3181 社会教育センター

7 合唱団フォローウインド 毎週木曜日 19：30 ～ 21：00 山下　正剛 86-0450 〃

8 気功太極拳 第 2・4 土曜日 13：30 ～ 15：30 金子　勲子 82-3783 〃

9 シーサイド芦北 ( ﾊﾜｲｱﾝﾌﾗ） 第 1・3 火曜日 13：00 ～ 14：30 山田　蕗子 82-3531 〃

10 社交ダンスクラブマリン 毎週火曜日 19：30 ～ 21：30 峰本　幸一 82-3394 〃

11 写真愛好会 第 4 木曜日 20：00 ～ 21：30 城戸喜久生 82-2116 〃

12 松風会（茶道） 第 1・3 月曜日 13：00 ～ 16：00 塩永　玲子 82-3649 〃

13 書親会（書道） 第 1・3 金曜日 10：00 ～ 12：00 坂本　悦子 82-2144 〃

14 翠流会（水墨画） 第 2・4 金曜日 10：00 ～ 15：00 永田　廣二 82-2262 〃

15 大正琴愛好会 第 1・3 土曜日 13：30 ～ 16：00 緒方　和代
0966-24-

9501
きずなの里

16 社交ダンス愛好会 第 2・4 水曜日 19：30 ～ 21：30 島田　孝子 82-5032 社会教育センター

17 陶友会（陶芸） 第 1・3 水 / 木曜日 13：00 ～ 16：00 福嶋　順子 86-2439 〃

18 トールペイントみもざの会 第 2・4 水曜日 17：30 ～ 19：30 鳥居　祐子 86-2378 〃

19 ビストロ　エリカ（料理） 第 4 水曜日 19：00 ～ 21：00 倉永やす子 87-2247 〃

20 ふれあい会（舞踊） 第 2・4 木曜日 19：30 ～ 21：00 鎌木　廣美 86-0234 きずなの里

21 プアナニ芦北 第 1・2・3 金曜日 13：30 ～ 15：30 村添　久子 86-1166 社会教育センター

22 やよい会（料理） 月 1 回 (30 日頃 )   9：30 ～ 12：30 城戸アサノ 82-2792 〃

23 芳柳流芦北芳柳会 第 2・4 水曜日 13：30 ～ 16：00 橋本千也子 83-0109 〃

24 「朗読部会」カナリア会 第 2・4 水曜日 13：30 ～ 15：30 溝部　健一 82-2817 〃

25 竹工芸 第 1・3 木曜日 19：00 ～ 21：00 桑𠩤　茂明 82-4332 〃

26 らくらく３Ｂ体操 第 2.・4 水曜日 20：00 ～ 21：30 藤井アヤ子 82-3738 〃

27 プルメリア芦北（ハワイアン） 第 1・3 水曜日 19：30 ～ 21：30 倉永やす子 87-2247 〃

講座名 学習日 年回数 学習時間 講師名 定員

芦　北　町　社　会　教　育　セ　ン　タ　ー　（中　央　公　民　館）

1 書道（かな） 第 1・3 金曜日 20 回 14：00 ～ 16：00 村田　弘子 20 人

2 英会話 毎週火曜日 40 回 19：30 ～ 21：30 エリカ・ロング
リチャード・ボウ 20 人

3 韓国語 第 1・3 木曜日 20 回 19：30 ～ 21：30 鳥居　悦子 20 人

4 短歌 第 1・3 火曜日 20 回  9：30 ～ 11：30 山本　則子 20 人

5 茶道（裏千家） 第 2・4 火曜日 20 回 19：30 ～ 21：30 𠮷田　瑛子 20 人

6 華道（昼）【池坊】 第 2・4 木曜日 20 回 13：30 ～ 15：30 髙野 ヨシエ 20 人

7 華道（夜）【小原流】 第 2・4 木曜日 20 回 19：30 ～ 21：30 佐藤　秋子 20 人

8 舞踊（昼） 第 2・4 火曜日 20 回 13：30 ～ 15：30 三道 トシエ 20 人

9 舞踊（夜） 第 2・4 木曜日 20 回 19：30 ～ 21：30 農頭　圭子 15 人

10 着物着付け（昼） 第 1・3 金曜日 20 回 13：30 ～ 15：30 村上　紀美子 20 人

11 着物着付け（夜） 第 1・3 金曜日 20 回 19：30 ～ 21：30 山下　信子 20 人

12 押し花 第 1・3 火曜日 20 回 13：30 ～ 15：30 長船 カズ子 20 人

13 竹工芸 第 2・4 木曜日 20 回 19：00 ～ 21：00 大崎　修一 20 人

14 気功太極拳 第 1・3 土曜日 20 回 13：30 ～ 15：30 宮島　　孝 20 人

15 大正琴（初） 第 1・3 木曜日 20 回 19：00 ～ 21：00 緒方　和代
15 人

16 大正琴（経） 第 1・3 土曜日 20 回 10：00 ～ 12：00 緒方　和代

17 料理 第 1・3 水曜日　 20 回    9：30 ～ 12：00 山下　信子 20 人

18 ハワイアンフラ 第 2・4 金曜日　 20 回 19：00 ～ 20：30 カナニマオリ宮本清美 20 人

19 トールペイント 第 2・4 水曜日　 20 回  19：30 ～ 21：30 井上　節子 20 人

20 論語 第 2・4 土曜日 20 回 13：30 ～ 15：30 筑紫　汎三 20 人

21 ３B 体操 第 1・3 金曜日 20 回 19：30 ～ 21：30 大野　鈴子 20 人

22 国際交流英語 第 1・3 土曜日 20 回 10：00 ～ 12：00 西　忠溫 15 人

大　野　公　民　館
1 舞踊教室 第 1・3 水曜日 20 回 10：00 ～ 12：00 宮内 ヤス子 10 人

吉　尾　公　民　館

1 舞踊教室 第 1・3 月曜日 20 回 10：00 ～ 12：00 宮内 ヤス子 10 人

※受 講 資 格　町内に在住または勤務している方で、一人３講座まで受講できます。
　　　　　　　１講座において最大５年間継続して受講することができます。
※申 込 期 間　４月１日（金）～４月１５日（金）
　　　　　　　ただし、定員になり次第締め切ります。（定員の４割に満たない場合は開講しません）
※申 込　社会教育センター、生涯学習課、大野公民館、吉尾公民館、ヘルシーパーク芦北に
　　　　　　　申込書がありますので、受講料を添えてお申し込みください。
※受 講 料　１講座３，０００円（英会話５，０００円）です。（教材費は別）
※開 講 式　４月２４日（日）午前９時３０分から社会教育センターで開催します。
　　　　　　　講座の開講は５月からです。なお、講座の日程表は同日配布します。

＊お問い合わせ　芦北町社会教育センター　☎８２－２２１３＊申込・お問い合わせは、各代表者の方へお願いします。



　

田浦子育て支援センター  ４月の行事
　１２日（火）　歓迎会
　１５日（金）　絵本読み聞かせ
　１９日（火）　戸外で遊ぼう　
　２１日（木）　手遊び・わらべうたで遊ぼう
　２５日（月）～２７日（水）こいのぼりを作ろう
　２８日（木） 　身体測定・誕生会
※支援センターは未就園児と保護者の方どなたでも利用
　できます。気軽においでください。
◆センター利用時間　毎週月曜日～金曜日
　９時３０分～１２時　１４時４５分～１７時１５分
＊お問い合わせ　田浦子育て支援センター（田浦保育所内）
　☎８７−００３４
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ご
理

解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

４
月
１
日
以
降
、
妊
娠
届
出
の
受
付
・

母
子
健
康
手
帳
の
発
行
手
続
き
が
必
要
な

方
は
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

芦
北
町
保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
８
６
）
０
２
０
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全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

　
　
　
　
　
　
　

の
お
知
ら
せ

　

町
で
は
、
国
が
発
信
す
る
緊
急
情
報
を

自
動
的
に
防
災
行
政
無
線
で
放
送
す
る
全

国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
、
通
称
Ｊ
ー
Ａ
Ｌ

Ｅ
Ｒ
Ｔ
（
ジ
ェ
イ
ア
ラ
ー
ト
）
の
運
用
を

４
月
か
ら
開
始
し
ま
す
。

　

地
震
な
ど
の
災
害
時
に
は
、
い
ち
早
く

情
報
を
得
て
、
わ
ず
か
な
時
間
で
身
を
守

る
行
動
を
と
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
こ
の

シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
町
民
の
皆
さ
ん
へ
今

ま
で
以
上
に
い
ち
早
く
緊
急
情
報
を
提
供

で
き
ま
す
。
放
送
さ
れ
る
緊
急
情
報
を
も

と
に
、
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
よ
う
、

万
が
一
の
対
応
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

▼
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
か
ら
の
主
な

情
報

　

１　

緊
急
地
震
速
報
（
震
度
４
以
上
）

　

２　

大
津
波
警
報

　

３　

津
波
警
報

　

４　

弾
道
ミ
サ
イ
ル
情
報
な
ど
国
民
保

　
　
　

護
関
連

＊
お
問
い
合
わ
せ　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

総
務
課
防
災
交
通
係

　

☎
（
８
２
）
２
５
１
１
（
内
線
２
１
８
）

　いよいよ３月１２日に九州新幹線が全線開業しますが、それに合わせて、熊本県の図柄で記念貨幣
が発行されます。
千円プレミアム型銀貨幣　雄大な「阿蘇」をデザイン
　（造幣局より通信販売）
　申込予定時期　　　平成２３年３月頃
　商品発送予定時期　平成２３年５月頃
５百円貨幣　勇壮な「熊本城」をデザイン
　（金融機関の窓口で引換）
　引換予定時期　　　平成２３年７月頃

【参考ホームページ】
「財務省」  http://www.mof.go.jp/jouhou/sonota/kokko/joukyou.html
「造幣局」http://www.mint.go.jp/prefecture/index.html

＊お問い合わせ
　熊本県新幹線元年戦略推進室　☎０９６ー３３３ー２１３４

地方自治法施行６０周年記念貨幣（熊本県分）
が発行されます！

千円プレミアム型銀貨幣 ５百円貨幣

  

子
ど
も
の
携
帯
電
話
事
情
、

  

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
解
除
は
危
険
！

　

新
入
学
の
季
節
が
近
づ
き
、
子
ど
も
に

携
帯
電
話
を
購
入
す
る
家
庭
が
多
く
な
り

ま
す
。
し
か
し
、
子
ど
も
が
犯
罪
に
巻
き

込
ま
れ
る
ケ
ー
ス
が
急
増
し
、
そ
の
被
害

に
あ
っ
た
子
ど
も
の
９
割
が
、
携
帯
電
話

の
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
解
除
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

■
携
帯
電
話
を
購
入
す
る（
買
い
与
え
る
）

時
が
重
要
で
す
。

　

18
歳
未
満
が
購
入
す
る
時
に
は
、
原
則

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
設
定
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

■
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
解
除
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。

　

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
が
子
ど

も
の
身
を
守
る
強
い
味
方
で

あ
る
こ
と
を
理
解
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

＊
お
問
い
合
わ
せ　

　

熊
本
県
教
育
庁
教
育
政
策
課

　

☎
０
９
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３
３
）
２
６
７
４

期日前投票の投票期間が短縮されます
　平成２３年４月１０日執行予定の熊本県議会議員一般選挙において、下記のとおり期日前投
票所を設置します。
　今回の選挙から、田浦基幹支所期日前投票所については、過去の実績を踏まえ投票ができる
期間を短縮しますので、お間違えのないようご注意ください。

《役場本庁期日前投票所》
　平成２３年４月２日（土）～４月９日（土）
　　午前８時３０分～午後８時まで

《役場田浦基幹支所期日前投票所》
　平成２３年４月６日（水）～４月９日（土）
　　午前８時３０分～午後８時まで
※どちらの投票所でも投票できます。
＊お問い合わせ　
　　芦北町選挙管理委員会（総務課内）☎８２−２５１１（内線２１９）



　  死亡日             亡くなられた方　        年齢　　　区　

　 １. ３１　　  　江口　トシ子　　     ９２　　 井牟田２
　 １. ３１　　  　鬼塚　ヨツ　　　     ９０　　 小田浦２
　 ２.　 ２　　  　立岡　タネ子　　     ８７　　 道川内西
　 ２.　 ２　　  　平松　テツ子　　     ８３　　 横居木
　 ２.　 ２　　  　太田　キミ　　　     ９０　　 海浦１
　 ２.　 ３　　　  松野　ケイ子　　     ７６　　 八幡
　 ２.　 ４　　 　 田畑　秀夫　　　     ８５　　 小田浦５
　 ２.　 ６　　 　 平田　ユリ子　　     ８５　　 田川
　 ２.　 ７　　  　田中　マスヨ　　     ９９　　 田浦町３
　 ２.　 ７　　  　今村　ヨシモ　　     ８７　　 湯浦南
　 ２.　 ７　　  　川内　善義　　　     ９３　　 田浦町３
　 ２.　 ９　　  　道﨑　正康　　　     ８７　　 乙千屋
　 ２.　 ９　　  　岩本　フジノ　　     ９６　　 海浦１
　 ２. １０　　  　竹﨑　直正　　　     ７７　　 乙千屋
　 ２. １１　　  　木末　キクエ　　     ９８　　 乙千屋
　 ２. １２　　  　荒田　靜子　　　     ９３　　 計石東
　 ２. １２　　  　鶴田　瑞男　　　     ７４　　 小田浦４
　 ２. １４　　  　山本　シヅ子　　     ８４　　 伏木氏
　 ２. １４　　  　大崎　博　　　　     ８３　　 女島西
　 ２. １４　　  　永田　アキエ　　     ９１　　 道川内西
　 ２. １４　　  　本山　嵩　　　　     ６３　　 花岡東
　 ２. １４　　  　松本　時雄　　　     ８６　　 松生
　 ２. １５　　  　下村　清　　　　     ７７　　 白岩
　 ２. １６　　  　坂熊　トシコ　　     ８６　　 田川
　 ２. １６　　  　平田　ヨシノ　　     ９５　　 芦北
　 ２. １７　　  　林田　ハツ子　　     ９３　　 道川内東
　 ２．１８　　　  前川　アキ子　　     ７１　　 小田浦４
　 ２. １９　　  　告吉　ハマ子　　     ８８　　 天月
　 ２. ２３　　  　髙見　正常　　　     ８７　　 計石西
　 ２. ２３　　  　一田　葊　　　　     ７８　　 市野瀬
　 ２. ２５　　  　田中　國松　　　     ９３　　 田浦町３
　 ２．２５　　　  山口　カヲリ　　     ９８　　 花岡東
　 ２．２７　　　  宮本　ハツメ　　     ９９　　 田川　
　 ２．２８　　　  久保　光德　　　     ８３　　 横居木　

広報あしきた　16

●お問い合わせ
　芦北警察署　☎８２−３１１０芦北警察署からのお知らせ

●お問い合わせ
　芦北消防署　☎８２−４７３１

芦北消防署からのお知らせ 火事と救急は１１９

住宅用火災警報器の設置はお済みですか？

17　広報あしきた

　氏　　名　　   　出生日　     性別　   保護者　　　区

  一地　結
ゆ わ

羽　　   １．２５　       女　　 正　貴　　花岡西 
  中原　伶

り あ

庵　   　１．２８　       女　　 大　貴　　芦北
  長尾　颯

そ う ま

真　       １．３１　       男　　 一　成　　湯南団地
  石井　晟

あきら

　　　   ２．  ４　       男　　 克　也　　白岩
  坂口　瑠

る い と

已斗　   ２．  ５　       男　　 幸　希　　湯浦東
  石本　愛

ま な み

海　　   ２．  ８　       女　　 信一郎　　湯浦南
  白垣　愛

ま な

菜　　   ２．  ９　       女　　 辰　夫　　田浦町１
  宮川　大

たいしん

真　　   ２．１０　       男　　 真　也　　諏訪
  松本　賢

けん

　　　   ２．１１　       男　　 和　也　　大野
  塩永　萌

ほ の か

乃華　   ２．１４　       女　　 博　志　　塩浸
  内山　漸

ぜん

　　　   ２．２０　       男　　 祥　一　　湯浦北

人 口　　　２０，０７９人　    （ー５３）
男 　　　　９，３６１人　　（ー１３）
女 　　　１０，７１８人　　（ー４０）

65 歳以上　　　　７，０２５人　　（ー２０）
高齢化率　　　　　３５．０％　　（±０）
世 帯 数　　　７，６３４世帯 　   （ー７）

人口の動き（H23.3.1 現在）　　  　（　）内は前月比

お 誕 生 日 お め で と う
H23.2.1 ～ 2.28 受付分（敬称略）

※本町窓口に届出を出された方で、承諾を得た方を掲載しています。
　町外に提出された方で、掲載を希望される場合は、役場秘書広報係まで
　ご連絡ください。

ご 冥 福 を お 祈 り し ま す
H23.2.1 ～ 2.28　受付分（敬称略）

※本町窓口に届出を出された方で、掲載の承諾を得た方を掲載しています。

【
芦
北
短
歌
会
】

鳥
達
の
餌
場
と
な
り
し
去こ

ぞ年
の
庭
実
の
な
き
今
年
は
静
ま
り
て
お
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
嶋　

良
子

手
作
り
の
品
々
持
ち
て
集つ
ど

い
た
る
福
祉
祭
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は
ひ
と
日
賑
わ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
宮　

和
江

一
人
旅
し
た
こ
と
の
な
い
母
な
の
に
片
道
切
符
の
旅
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ち
逝
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
下
よ
し
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朝
早
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橋
の
骸
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ひ
よ
ど
り
か
積
む
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い
流
せ
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吉
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み
ほ

Ｎ
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ホ
ー
ル
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集
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の
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た
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と
わ
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も
そ
の
中
に
在
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四
宮
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【
田
浦
短
歌
会
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大
木
と
な
れ
る
施
設
の
甘
夏
に
三
十
余
年
の
縁
え
に
し
を
思
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石
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澄
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自
販
機
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押
し
違
え
た
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代
り
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の
コ
ー
ヒ
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牛
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と
な
れ
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本
郷
た
も
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幼
ら
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「
お
め
で
と
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聞
き
て
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誕
生
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思
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出
し
お
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山
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忠
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集
落
の
老
人
会
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初
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い
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届
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た
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　熊本県暴力団排除条例が
４月１日から施行されます！

【
町
民
講
座
】

本
山　

淳
子

「
は
る
雨
の
は
れ
な
む
と
す
る

そ
ら
明
る
く
芽
ぶ
き
の
か
へ
で

つ
ゆ
を
む
す
べ
り
」

書
（
か
な
） 暴力団を弱体化させるための措置

●暴力団の威力を利用することの禁止！
　　事業者による暴力団の威力を利用することを禁止
●金品等の供与の禁止！
　　事業者による暴力団の威力利用目的等のための金品等の供与を禁止
●金品等の供与を受けること等の禁止！
　　事業者による威力利用目的の金品等の供与を暴力団員等が受けること等を禁止

★県民の責務★
①県　　　暴力団の排除のための施策の総合的推進、県民及び事業者の取り組みへの支援　　
②県民　　暴力団排除への自主的かつ連携した取り組み、暴力団の排除のための施策への協力
③事業者　暴力団による不当な行為の影響を受けない事業活動の推進等
ご相談は、芦北警察署または警察本部まで
熊本県警察本部暴力団対策係　☎０９６−３８１−０１１０

芦北警察署少年柔道会
部員募集
◇練習日時　毎週火・木・金
　　　　　　　午後７時～
◇練習場所　芦北警察署３階道場

見学自由です！

　住宅火災で亡くなった方のうち６～７割は「逃げ遅れ」が原因で命を落としています。火災の発生を早
く知ることが出来ていれば、助かった方も多かったのではないかと推測されます。このような背景を踏ま
え、住宅火災による死者数の低減を目的とし、平成１６年に消防法が改正され、一戸建て住宅やアパート、
マンションなどに住宅用火災警報器などの設置が義務付けられました。
・新築住宅については平成１８年６月１日から
・既存住宅については平成２３年６月１日が設置義務化の期日です
設置場所

・寝室：煙感知器ー就寝に使用する部屋の天井または壁面に設置します。
・階段：煙感知器ー就寝に使用する部屋がある階の階段の踊り場の天井または壁面に設置します。
★注意

・天井の場合は住宅用火災警報器の中心を、壁または梁から６０cm 以上離す。
・エアコン等吹き出し口付近の取り付けの場合、吹き出し口から１５０cm 以上離す。
・壁面の場合は、住宅用火災警報器の中心が天井から１５～５０cm 以内に来るように取り付ける。

住宅用火災警報器の選び方
日本消防検定協会のＮＳマークが付いているものを選んでください。

※悪質な押し売り等にご注意ください。
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／
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芦北町立星野富弘美術館だより

　星野富弘美術館では、「星野富弘の詩画と公募展
入賞作」と題して、企画展を開催しています。星野
富弘の詩画とともに、今回で４回目となった「詩画
作品公募」に寄せられた作品の中から入賞作品を展
示中です。
　どうぞご来館ください。

●「星野富弘の詩画と公募展入賞作」
　▶開館時間　９時 ～ １７時（１０月１日～３月３１日）
　　　　　　１０時 ～ １８時（　４月１日～９月３０日）
　▶休館日　第２・４月曜日
　＊お問い合わせ　星野富弘美術館　☎８６ー１６００

【中学生の部】最優秀賞
　尾上　舞（大野中２年）
　作品名「自分らしく」
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　永田さんは、救護施設「野坂の浦荘」に開設当
時から勤務されています。救護施設とは、障がい
のある方や金銭管理ができない方、炊事・洗濯な
どの日常生活を送ることが困難な方が健康に安心
して生活をするための施設です。
　これまで３０年間にわたり入所者一人一人の実
情に合わせた介護や生活指導を行ってこられまし
た。入所者の年齢や障がい、抱えている問題の幅
も広いので言葉遣いなどより細やかな対応が要求
されるそうです。最近は、アルコール依存症の入
所者が増えているようです。精神的に問題を抱え
ている方も多いそうですが、自立して生活ができ
るように訓練や支援を行っているということでし
た。
　「入所者の方に『ここに来てよかったぁ』と笑
顔で話されることが一番嬉しいです。皆さんが幸
せになれるよう今まで同様努力します」と話され
ました。
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　寺川さんは、昭和５０年、旧芦北町議会議員に
当選以来、平成３年１０月までの間、４期１６年
の永きにわたり町議会議員として民主的な議会運
営の確立健全な議会活動の遂行に努められまし
た。この間、建設常任委員会委員、総務常任委員
会副委員長、文教厚生常任委員会副委員長、芦北
町振興対策特別委員会委員長を歴任され、地方自
治の伸展や住民福祉の向上に多大な貢献をされま
した。
　また、昭和２８年より現在に至るまで５８年間、
交通指導員を務められています。
　「周囲の方々のお力添えをいただきまして、こ
んなにありがたい章をいただきました。本当にあ
りがとうございます。これからも今まで同様、世
のため人のために少しでもお役に立てたらという
気持ちで頑張ります」と受章の感想を述べられま
した。

受章おめでとうございます


